
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

   

 

  

護佐丸歴史資料図書館だより 
2022 年 2 月 1 日発行 No.46（2 月号） 

ごさまる通信 

歴史資料図書館ブログ 中城村護佐丸歴史資料図書館 
〒901-2407 
中城村字安里215番地 
ＴＥＬ：098-895-5302 

２月のおはなし会は中止です 

第３回 読書感想文・感想画コンクール 中城村児童生徒作品展 

「沖縄県読書感想文・感想画コンクール」の応募作品を中心に、村内小中学校の児童生徒が一生懸命

かいた絵や作文を展示いたします！ 

きかん：２月
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※２月
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１４・１５・１７・２２日
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図 書 館

としょかん

は 祝 日

しゅくじつ

も 

開

あ

いています！ 

☆今月の企画☆２階にて展示中！ 

■水木しげる生誕100周年！ 

・ゲゲゲの鬼太郎 

・水木しげるのあの世の事典 など 

■北京オリンピック特集！ 

・スキーオフトレ実践バイブル 

・地球の歩き方 北京 など 

ぜひご来館
らいかん

ください♪ 

おしらせ 

☆企画展開催中☆ 

久場崎と舞鶴 
－ふたつの港の戦後引揚げ－ 

とき：令和４年１月２９日（土）～3月 21日（月） 

開館日の10：00～17：00 

※久場崎パートを先行展示しています。京都府舞鶴市の展示は、3 月からの開始を予定しています。 

ところ：護佐丸歴史資料図書館3階企画展示室 

日時：令和４年２月１３日（日）  13：00～16：00 

場所：中城村役場3階 

定員：40名（申込はお電話にて）℡098-895-5302 

 

企画展関連シンポジウム 

「おかえりなさい」のあの日から75年 

～沖縄の戦後引揚と復員～ 



開館カレンダー :閉館日 
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開館カレンダー :閉館日 
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 タイトル 著者名 分類 

児童 いえのなかといえのそとで レウィン  ファム∥作 E イ 

児童 ひよこちゃん （BABY CHICK） チェコフスキー∥原作 FC ヒ 

児童 「おはなしSDGs」シリーズ ―― ―― 

郷土 
博物館が語る奄美の自然・歴史・文化 

奄美博物館公式ガイドブック 

奄美市立奄美博物館∥編 K400 ハ 

郷土 大島紬の源流を探る 西之園 君子∥著 K590 ニ 

郷土 空を飛んだイルカ 兄弟イルカの冒険 座間味  靖∥文 ＫＥ ソ 

DVD 五味太郎ことわざムービーズ 上巻 原作・監修 五味太郎 D23コ1 

DVD 五味太郎ことわざムービーズ 下巻 原作・監修 五味太郎 D23コ2 

DVD 
乗り物大好き！ハイビジョンNEW！ 

はたらくくるまスペシャル100  
 D25 ハ 

新着図書 

館長通信 VOL.17  

おあか 

久場崎の戦後引揚げ開始 75 周年記念企画展について（前） 

「戦後引揚げ」とは、第二次世界大戦終了時に日本の国外にいた方々が故郷に帰還したことを意味する

言葉です。数年の間に日本全体では 600万人を超える方々が引揚げましたので、世界史上類を見ない規模・

スピードの民族大移動でした。沖縄へは 18万人を超える方々が南洋群島、台湾、満州、ソビエト等、そし

て日本本土から引揚げたと考えられます。終戦当時、沖縄島の人口は 30万人程度でしたので、引揚げによ

って一気に人口が膨張したわけです。このことは、元々不足していた住居、食料、耕作地がいよいよ払底

する危機に直面することを意味します。帰還者の持ち込むお金が、通貨の流通量を激増させインフレを起

こしたりもしました。その一方で、戦後の復興を支える数多の人材が沖縄に戻って来たという側面もあり

ます。いずれにせよ、引揚げは戦後の沖縄に非常に大きなインパクトを与えた出来事でした。引揚げに関

して日本本土と大きく異なる条件は、沖縄が米軍政府の施政権下にあったことです。琉球列島米軍政府は

引揚者を受け入れた際に発生が予想される食料・住居等に係る社会的混乱を懸念し、当初引揚者の沖縄へ

の渡航を認めませんでした。そのため、沖縄県人は故郷への帰還が大きく遅れます。米軍政府がようやく

態勢を整え、公式な引揚計画に基づき沖縄県人の引揚げを開始したのは 1946年 8月です。（続く） 

 

司書おすすめの新着本を紹介します！ 

おすすめ雑誌♬ 

オール讀物 2021年 12月号 

・第 11回本屋が選ぶ時代小説 

大賞決定発表 

・日本史から学ぶ「皇室の縁談」 

 波乱万丈 

続・館長ブログ「吉の浦だより」も 

ぜひご覧ください♪ 


